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平成 29 年 6 月 29 日 

報道関係各位 

ディー・ティー・ホールディングス株式会社 

企画管理部 

 

平成 28 年度（第 5 期）の業績について 

 

 本日、ディー・ティー・ホールディングス株式会社の本社（山形市）にて第 5 回定時

株主総会が開催されました。下記のとおり報告および決議されましたので、お知らせ致

します。 

 

 

記 

 

《 事業の経過および成果 》 

 当連結会計年度におけるわが国経済は、円安効果および政府の経済政策や日銀の金融

政策より、雇用・所得環境の改善が進み全体としては緩やかな回復が見られましたが、

個人消費は依然として足踏み状態が続き、更には労働力不足問題がいよいよ深刻の度を

増し、短期的には若干の改善方向であるものの中長期的な景気の先行きは不透明な状況

で推移しました。一方、英国のＥＵ離脱問題による欧州経済への影響、米国の新政権誕

生による世界経済への影響、中国や新興国経済の成長鈍化など海外経済を巡る不確実性

は依然として高く、不安定な状況が続いております。このような経済環境の中、当社グ

ループは各部門におきまして営業力強化による取引顧客の拡大を図るとともに、業務改

革による経費の削減、および経営全般の業務効率・生産性向上に取り組みました。 

 その結果、以下の事業経過および成果となりました。 

 

 

【物流関連事業】（主要子会社第一貨物株式会社の業績） 

 物流関連事業の主力事業である当期の貨物自動車運送事業は、過去 10 年間総貨物輸

送量が減少し運送需要の持ち直しが弱いことより特積み事業も縮小を余儀なくされ、貨

物輸送量はほぼ前年並みを確保するにとどまりました。その中にあって、従業員の処遇

改善を図るための取引条件改善および営業力の拡充とその強化等に鋭意取り組み、売上

げは前期を上回ることができました。一方、収支に直結する燃料費は昨年来続く原油価

格の下落により、期間を通じて安定して相対的に低位で推移したことが大きく寄与し、

収支の改善が顕著に現れました。 

 また、ロジスティクス事業におきましては、大口顧客の好業績に後押しされた形で売

上げが伸び、同時に経費の管理・抑制を進めたことが収益確保につながりました。 
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 その結果、全事業業績は、売上高 690 億 74 百万円（前期比 100.2％）、経常利益は 7

億 3 百万円（前期比 101.4％）、当期純利益は 3 億 81 百万円（前期比 46.5％）となり

ました。 

 

【自動車販売事業】（主要子会社太平興業株式会社の業績） 

 自動車販売事業の主力事業である新車トラック・バス販売部門は、新車総需要の代替

え期到来となり底堅い需要を示しました。営業エリアにあっても大型車において僅かと

はいえ増加し、収益面で貢献しました。また、部品販売・整備部門において、部品は保

有台数の減少も影響し減益となったものの、整備部門は営業活動が功を奏し車検入庫台

数が増加し増益となりました。その結果、総じて売上利益を確保することができました。 

 一方営業経費については、全面改築した秋田支店の減価償却費や営業クレームの対処

などにより増加しました。 

 その結果、全事業業績は、売上高 330 億 7 百万円（前期比 110.6％）、経常利益 6 億

45 百万円（前期比 142.2％）、当期純利益が 4 億円（前期比 640.3％）となりました。 

 

 

《 平成 29 年 3 月期決算 連結 》 

 金 額 前期比 

営業収益 109,302 百万円 102.8% 

営業利益 2,317 百万円 124.1% 

経常利益 2,120 百万円 136.9% 

親会社株主に帰属する当期純利益 1,306 百万円 97.3% 

配当金 10 円/株  

 

《 役員の地位および担当 》 

氏 名 地位および担当 備考 

武 藤  幸 規 
代表取締役社長 

（代表取締役会長兼務） 
 

五十嵐  淳雄 取締役 企画管理部担当  

長 與  俊 雄 
取締役 

総務部担当 兼 経理財務部副担当 
 

米田  総一郎 取締役 経理財務部長  

松野  健太郎 取締役 事業開発部担当  

大沼 八右衛門 取締役（社外取締役）  

角 田  マ リ 取締役（社外取締役）  
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新 野  義 広 常勤監査役（社外監査役）  

中 桐  俊 監査役  

阿 部  直 之 監査役（社外監査役）  

 

 

 

《 主要子会社 第一貨物株式会社 の役員の選任 》 

 平成 29 年 6 月 28 日をもって任期満了に伴い、取締役 2 名が退任し、新たに取締役 

2 名が選任され、取締役 12 名が重任されました。 

氏 名 地位および担当 備考 

武 藤  幸 規 
代表取締役社長 

（代表取締役会長兼務） 
重任 

安 達  英 雄 常務取締役 山形支社長 重任 

五 十 嵐  淳 雄 
常務取締役 経営企画室・ 

情報システム室・事業開発部担当 
重任 

岸  仁 常務取締役 総務部・人事部担当 重任 

米 田  総 一 郎 
常務取締役  

経理部・施設車両部・監査室担当 
重任 

仲 島   順 
常務取締役 

営業本部長 兼 営業第一部長 
重任 

庄 司  啓 司 
常務取締役 

営業副本部長 兼 営業第二部長 
重任 

横 尾  新 一 取締役 仙台支社長 重任 

遠 藤   誠 取締役 東京支社長 重任 

白 田   優 取締役 大阪支社長 重任 

松 田  伸 三 
取締役 営業副本部長 

業務第一部・業務第二部・安全管理部担当 
重任 

須 藤  勅 夫 取締役 事業開発部長 重任 

佐 藤  雅 彦 取締役 名古屋支社長 新任 

吉 田  郁 雄 取締役 総務部長 新任 
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退任しました取締役は、次のとおりです。 

氏 名 旧 備考 

鈴 木  眞 人 取締役（非常勤）  

菅 野  泰 治 取締役（非常勤）  

 

 

 

《 主要子会社 太平興業株式会社 の役員の選任 》 

 平成 29 年 6 月 26 日をもって任期満了に伴い、新たに取締役 2 名が選任され、取締

役 10 名が重任されました。 

氏 名 地 位 備考 

武 藤  幸 規 
代表取締役社長 

（代表取締役会長兼務） 
重任 

平 岡   裕 
常務取締役 

営業本部長 兼 OA システム部長 
重任 

長 與  俊 雄 常務取締役 管理本部長 重任 

五十嵐  淳雄 取締役 重任 

米田  総一郎 取締役 重任 

及 川  明 徳 
取締役  

秋田地区統括部長 兼 山形地区統括部長 
重任 

金 子  正 照 
取締役  

新潟上越・中越地区統括部長 
重任 

尻 江   彰 取締役 経理部長 重任 

佐 藤  潤 一 
取締役 新潟下越地区統括部長 

兼 新潟支店長 兼 佐渡出張所長 
重任 

山本  弘太郎 取締役 山形支店長 重任 

小 林   昭 取締役 三条支店長 新任 

藁 谷  昌 弘 取締役 業務部長 新任 
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《 主要子会社 DT 商事株式会社 の役員の選任 》 

 平成 29 年 6 月 26 日をもって任期満了に伴い、取締役 4 名および監査役 1 名が重任

されました。 

氏 名 地 位 備考 

武 藤  幸 規 
代表取締役社長 

（代表取締役会長兼務） 
重任 

平 岡   裕 取締役 重任 

米田  総一郎 取締役 重任 

松野  健太郎 取締役 営業部・総務部担当 兼 営業部長 重任 

西 野  修 一 監査役 重任 

 

 

《 主要子会社 JAPAN BODY MANUFACTURING.,LTD. の役員の選任 》 

 平成 29 年 4 月 19 日をもって任期満了に伴い、取締役 1 名が退任し、新たに取締役

1 名が選任され、取締役 3 名が重任されました。 

氏 名 地 位 備考 

橋 口  博 光 代表取締役社長 新任 

松野  健太郎 取締役 重任 

山 田   淳 取締役 重任 

堀 田  智 義 取締役 重任 

 

退任しました取締役は、次のとおりです。 

氏 名 旧 備考 

長 與  俊 雄 取締役  

 

以 上 

 お問い合わせ先  

 

山形県山形市諏訪町二丁目 1 番 20 号 

Tel. 023-624-7101 Fax. 023-624-7102 

【担当窓口】 企画管理部 大沼 敦彦 

    檜野 健一郎 


